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い ぷ い よ I ¥レ ー 彗 星 ザ 定 づ い て ぎ ま し 亡 。 今 回 は い つ ！ ＼ レ ー

彗 星 も 罠 た ら よ い ガ ‘ を 考 た て み ま し ょ う. I  I月 21 日、 1 回 目 の 陀

鰈 埒 近 の 後 、 い つ に ん 茫 苔 か ら は 逮 ざ 育,[) ぎ す が 、 太 醗 に し よ ℃ ｀ 人 ℃

ん 近 づ い て 、 2 月 9 日 、 太 陽 に 最 接 近 と は リ 8800 万 知 ま で ‘ 近 づ き ぎ

芍． じ り し こ の 前 後 、 1 月(}) 後 学 が わ 3 月 の 上 匂 吉 で ば 八 レ ー 彗

星 を 見 罪 か ら 見 る ℃ 、 太 陽 の す ぐ そ ば に い て 、 非 常 に 見[> く く 閏 ）

忠 万 。 そ の 俊 、 太 隠 力 ‘ ち は 徐 勺 1こ 遠 げ '1)¥ っ て い ぎ 喜 す 炉 、 太 隠(})

却 を 芭 受 け て 、 I ¥ レ ー 彗 星 の 謹 の 沢 が ℃ ん ど ん 蕗 発 し 、 長 い 尾 を

引 く よ う じ iJ ¥) 芸 可 。 日 10 年 （ こ 畏 れ た 悟 に は 太 陽 に 最 筈 江 の 約 5

鬼 間 後 に 一 番 尾 が 長 這 l) 、 1 億 4000 万 紅 に も tふ っ た そ う で す ．

2 回 目 叩 戸 諏 芦 、 4 月 日 日 で 6300 万 は ま で 苺 近 し 言 す 。

j  Iこ 都 合 の 息 麟 期 は こ の 2 回 目 の 接 近 の 前
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3 月 01 I  ¥ レ ー 彗 星 (!)1 立 昌 （ 山 の 形 は 富 山 市 内 が ら 見 た も (J))
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後、 3 月 の 中 旬 力 ‘ ら 4 月 に ガ ‘ け て で あ ・し）、日取 る 合 も 4 等 rv 4 .5 筈 ℃

予 想 cY れ て い ま す. ' t-t .._ :: 、、 Jヽ ＼レ ー 彗 星 は 月 8 月し ） が あ る L か は リ

恥 ‘ら 4 月 3 日 ぐ ‘ わ い ま で は あ ぎ ）さ ＜ 貝 穴 は い ℃ 思 わ れ ま す 。

4 月 1王 l(}) 苺 近 の 頃 刑 局 も 咀 る -<t ふ ） 、 た 度 は 4 筈 級 に 区 る だ

ろ う ℃ 予 想 さ れ て い 芸 立 し ガ ‘ し 、 こ の 頃 の I ¥ レ ー 彗 星 の 位 置

は 南 の 空 に 低 く 腿 り 、 日 本 弁 ち 貝 穴 る 急 さ は 6 度 程 度 （ 畠 山 市 内

合 わ に 、

彗 星 が 梵 罪 に 袴 近 す る こ ℃ に よ っ て 、 彗 星 ザ 広 が っ て 見 に <<t ふ

リ 、 が た っ て 条 件 ℃ し て は あ ぎ ） よ く あ り 芸 せ ん 。

結 局 ／ ＼ レ ー 彗 星 を 見 る 一 番 都 合 の い い 日 は こ の 彗 星 芥 太 陽 に

最 袴 近 す る 日 分 ら 5 退 固 後 、 尾 の 実 熙 の 是 合 が 最 も 長 く は る ℃ 予

想 □ れ る 3 月 の 中 旬 ℃ 考 え ら れ ま す 。 こ の 頃 ／ ＼し 一 彗 星 は 、 夜

咀 け 1 持 固 前 に 東 南 乗 か わ 昇 ） 、 夜 明 け 直 前 に は 高 言 15 度 （ 畠 山

市 内 力 も 見 た 立 山 連 峰 の 3 倍 ぐ ち い 肛 畠 さ ） に 見 え る は す で す 。

し か し 、 !.¥し ー 彗 星 自 体 は 淡 い 天 体 tふ の で 、 街 の 中 で は 、 街 明 り

に 弁 ぎ 角 合 れ て ほ と ん ど  見 応 委 て ん。 そ こ で 、 I ¥し ー 彗 星 を 見

る た め に は 街 8 月 I) の 少 且 い 所 へ 出 弁 ＼丁 ◎ 如 吾 ザ あ る で し  ぷ う ，
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